
ソーシャル・インパクト・ボンド！ 特集

ソーシャル・インパクト・ボンド（ＳＩＢ）は、社会課題の解決と行政コストの削減を同
時に目指す民間資金を活用した金融スキームだ。行政、市民、サービス提供者、投資家
がメリットを享受できる「四方よし」が特徴で、政府もその行政メリットの大きさに注
目している。まだ全国の自治体の関心が薄く、現在のところ市場規模は小さいが、社会
保障関係費が地方財政を圧迫する中で今後の活用が期待されている。ＳＩＢの普及に対す
る金融機関への期待も大きい。

金融機関には投資家、
ベンチャー育成者としての期待

　
Ｓ
Ｉ
Ｂ
が
金
融
界
で
注
目
さ
れ
て

い
る
。
昨
年
度
、
三
井
住
友
銀
行
が

神
戸
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
み
ず

ほ
銀
行
が
八
王
子
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
資
金
提
供
し
た
。
ま
た
、
別
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
常
陽
銀
行
が
出

資
者
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
北
日
本

銀
行
は
今
年
６
月
、
岩
手
県
内
市
町

村
役
場
の
政
策
担
当
者
向
け
に
Ｓ
Ｉ

Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　
Ｓ
Ｉ
Ｂ
は
、
そ
の
名
称
に
「
ボ
ン

ド
」
の
文
字
が
あ
る
も
の
の
、
債
券

の
よ
う
な
金
融
商
品
と
い
う
よ
り
、

金
融
ス
キ
ー
ム
を
指
す
概
念
と
し
て

使
用
さ
れ
る
。
簡
潔
に
言
え
ば
、

「
社
会
課
題
の
解
決
」
と
「
行
政
コ

ス
ト
の
削
減
」
を
同
時
に
目
指
す
手

法
。
民
間
資
金
で
社
会
的
コ
ス
ト
を

削
減
す
る
事
業
を
行
い
、
事
前
に
合

意
し
た
「
成
果
」
が
達
成
さ
れ
た
場

合
、
あ
と
か
ら
行
政
が
成
果
報
酬
を

投
資
家
に
支
払
う
官
民
連
携
の
仕
組

み
だ
（
図
表
１
、
図
表
２
）。

　

ま
ず
行
政
と
中
間
支
援
組
織
で
解

決
し
た
い
社
会
課
題
を
特
定
し
、
先

行
研
究
な
ど
か
ら
成
果
指
標
を
決
定

す
る
。
行
政
は
中
間
支
援
組
織
に
事

業
を
委
託
し
、
中
間
支
援
組
織
が
投

資
家
か
ら
資
金
調
達
を
行
い
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
に
そ
の
資
金
を
提
供
す

る
こ
と
で
事
業
を
開
始
す
る
。
中
間

支
援
組
織
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
期
間
中

の
事
業
の
進
捗
管
理
と
実
行
を
支
援

し
、
期
間
中
ま
た
は
終
了
後
に
第
三

者
評
価
機
関
が
事
業
成
果
を
計
測
し
、

行
政
に
報
告
す
る
。
そ
し
て
行
政
が

事
前
に
決
め
た
成
果
指
標
に
基
づ
き
、

中
間
支
援
組
織
を
通
じ
て
投
資
家
に

元
本
の
償
還
と
配
当
を
支
払
う
。

　

行
政
サ
イ
ド
に
は
「
生
産
性
向

上
」
の
狙
い
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

予
算
主
義
に
基
づ
く
非
効
率
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
代
わ
り
、
社
会
課
題
の

解
決
と
い
う
成
果
の
達
成
に
向
け
て

革
新
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
民
間
事
業
者

が
提
供
す
る
。
そ
の
成
果
は
「
見
え

る
化
」
さ
れ
、
効
果
の
あ
る
事
業
に

対
し
て
税
金
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と

が
明
確
化
さ
れ
る
。
他
方
で
、
革
新

﹁
四
方
よ
し
﹂の
ス
キ
ー
ム
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急
浮
上
し
た
カ
ー
ド
手
数
料
問
題

　

来
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
増
税
の
景

気
対
策
に
関
連
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
加

盟
店
が
カ
ー
ド
会
社
に
支
払
う
手
数
料
率
の
引
下

げ
が
政
府
内
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
世
耕
弘
成
経

済
産
業
大
臣
は
10
月
19
日
の
閣
議
後
会
見
で
、

「
手
数
料
を
引
き
下
げ
る
な
ど
の
措
置
も
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
り
、
関
係
会
社
に
協

力
を
求
め
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

な
ぜ
、
消
費
増
税
の
景
気
対
策
に
関
連
し
て
加

盟
店
手
数
料
率
の
引
下
げ
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
。
背
景
に
は
、
消
費
増
税
の
景
気
対
策
に
合
わ

せ
て
、
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
日
本
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
を
一
気
に
進
め
た
い
政
府
の
思
惑
が

あ
る
。

　

消
費
増
税
の
景
気
対
策
で
は
、
中
小
事
業
者
の

店
舗
（
以
下
、
中
小
店
舗
）
に
お
い
て
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
と
い
っ
た
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
手
段
で
買
い
物
を
し
た
際
に
、
２

％
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
還
元
し
た
り
、
ポ
イ
ン
ト
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
な
い
場
合
に
は
値
引
き
し

た
り
す
る
方
向
で
検
討
が
進
ん
で
い
る
。
１
年
間

の
時
限
措
置
と
な
る
見
通
し
で
、
還
元
さ
れ
る
ポ

イ
ン
ト
や
値
引
き
費
用
は
国
が
補
助
す
る
。
中
小

店
舗
が
こ
の
景
気
対
策
を
享
受
す
る
に
は
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
府
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
比
率
を
２
０
２
５

年
ま
で
に
現
状
比
２
倍
の
40
％
に
高
め
る
目
標
を

掲
げ
て
お
り
、
消
費
増
税
の
景
気
対
策
と
絡
め
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
促
進
す
る
算
段
だ
。

　

中
小
店
舗
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
し

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
政
府
が
目
を
付

け
た
の
が
日
本
に
お
け
る
加
盟
店
手
数
料
率
の
高

さ
だ
。
日
本
の
加
盟
店
手
数
料
率
は
欧
米
に
比
べ

て
１
％
以
上
高
く
、
中
小
店
舗
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
決
済
が
広
ま
ら
な
い
一
因
と
さ
れ
て
き
た
。

一
般
に
中
小
店
舗
の
加
盟
店
手
数
料
率
は
４
〜
６

％
程
度
と
な
っ
て
い
る
が
、
政
府
は
こ
の
料
率
を

３
％
台
に
ま
で
引
き
下
げ
る
よ
う
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
会
社
に
要
請
す
る
構
え
だ
。

逆
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が

減
速
す
る
懸
念

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
に
と
っ
て
今
回
の
要

請
は
「
寝
耳
に
水
」。
加
盟
店
手
数
料
引
下
げ
の

影
響
は
「
計
り
し
れ
な
い
」（
大
手
カ
ー
ド
会

社
）
と
い
い
、「
上
限
を
下
回
っ
て
い
る
加
盟
店

も
一
斉
に
値
下
げ
交
渉
に
動
き
か
ね
な
い
」
と
し

て
、
早
く
も
収
益
面
へ
の
影
響
を
警
戒
す
る
。

　

そ
も
そ
も
日
本
の
加
盟
店
手
数
料
率
が
欧
米
に

比
べ
て
高
い
の
は
、「
日
本
で
は
カ
ー
ド
取
扱
高

の
９
割
以
上
が
１
回
払
い
で
、
多
く
の
カ
ー
ド
で

年
会
費
も
無
料
。
欧
米
の
よ
う
に
分
割
払
い
や
年

会
費
の
手
数
料
が
乏
し
く
、
加
盟
店
手
数
料
が
主

な
収
益
と
な
っ
て
い
る
た
め
」（
同
）。
こ
の
加
盟

店
手
数
料
か
ら
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
の
原
資
、
国
際

ブ
ラ
ン
ド
へ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
料
、
オ
ー
ソ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
に
か
か
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
料
、
金
融

機
関
へ
の
口
座
振
替
手
数
料
な
ど
、
諸
々
の
コ
ス

ト
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
外
部
企
業
と

の
提
携
カ
ー
ド
の
場
合
に
は
、
提
携
先
に
対
す
る

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
も
支
払
う
必
要
が
あ
る
。

　

も
と
も
と
ク
レ
ジ
ッ
ド
カ
ー
ド
会
社
で
は
シ
ス

テ
ム
の
維
持
・
改
修
に
莫
大
な
費
用
を
か
け
て
お

り
、
こ
う
し
た
外
部
に
支
払
っ
て
い
る
コ
ス
ト
の

見
直
し
抜
き
に
は
「
加
盟
店
手
数
料
の
引
下
げ
は

不
可
能
」（
別
の
大
手
カ
ー
ド
会
社
）
と
い
う
。

来
年
10
月
に
８
％
か
ら
10
％
へ
の
引
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
増
税
。
政
府
は
そ
の
景
気

対
策
と
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
時
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
検
討
し
て
い
る
が
、
関
連
し
て
中

小
の
店
舗
に
お
け
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
加
盟
店
手
数
料
率
の
引
下
げ
を
求
め
る
構
え
だ
。

た
だ
、
加
盟
店
手
数
料
率
を
引
き
下
げ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
中
小
の
店
舗
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
決
済
が
普
及
す
る
の
か
は
不
透
明
。
カ
ー
ド
各
社
の
収
益
基
盤
も
揺
る
が
し
か
ね
な
い
。
そ

の
実
効
性
に
疑
問
符
が
付
く
な
か
、
政
府
に
は
別
の
狙
い
が
あ
る
と
の
見
方
も
浮
上
し
て
い
る
。

加
盟
店
手
数
料
率
の
引
下
げ
要
請
、

不
透
明
な
実
効
性
と
も
う
一
つ
の
狙
い
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金
融
行
政
の
目
線
の

変
化
と
そ
の
背
景

１
９
９
０
年
代
後
半
、
バ
ブ
ル
崩

壊
に
伴
う
不
良
債
権
の
増
大
に
よ
り

金
融
機
関
の
経
営
が
悪
化
し
、「
不

良
債
権
問
題
の
深
刻
化
」「
金
融
機

関
の
経
営
破
綻
」「
さ
ま
ざ
ま
な
法

令
違
反
事
案
」
が
生
じ
た
。
こ
の
た

め
、
金
融
行
政
上
、
わ
が
国
の
金
融

シ
ス
テ
ム
や
市
場
に
対
す
る
信
頼
を

回
復
す
る
こ
と
が
最
優
先
課
題
と
な

り
、
緊
急
避
難
的
に
、
①
金
融
シ
ス

テ
ム
の
安
定
、
②
利
用
者
保
護
、
③

市
場
の
公
正
性
・
透
明
性
の
確
保
を

目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た

な
か
、
99
年
に
「
預
金
等
受
入
金
融

機
関
に
係
る
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が

制
定
さ
れ
た
（
図
表
１
）。

金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
金
融

シ
ス
テ
ム
や
市
場
に
対
す
る
信
頼
を

取
り
戻
す
う
え
で
効
果
的
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
一
方
で
、

緊
急
性
を
脱
し
た
今
日
ま
で
そ
の
運

用
が
続
い
た
こ
と
も
あ
り
、 

④
金
融

仲
介
機
能
の
発
揮
、
⑤
利
用
者
利
便

性
、
⑥
市
場
の
活
力
、
と
い
う
国
民

の
厚
生
に
つ
な
が
る
視
点
に
つ
い
て

は
、
長
ら
く
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
て

い
た
き
ら
い
が
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
金
融
検

査
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
今
年
度
を
も
っ
て

廃
止
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が
打

ち
出
さ
れ
、
新
た
な
金
融
行
政
の
枠

組
み
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

２
０
１
５
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針

で
端
緒
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ

れ
を
あ
ら
た
め
て
整
理
し
、
上
記
①

〜
③
に
、
時
と
し
て
ト
レ
ー
ド
オ
フ

と
も
思
え
る
④
〜
⑥
の
視
点
を
加
え
、

そ
の
両
立
を
目
指
す
と
い
う
大
き
な

方
針
を
明
示
し
た
も
の
が
、
今
年
６

月
に
公
開
さ
れ
た
「
金
融
検
査
・
監

督
の
考
え
方
と
進
め
方
（
検
査
・
監

督
基
本
方
針
）」（
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ

ー
）
で
あ
る
。 

さ
ら
に
金
融
庁
は
今
年
６
月
、

「
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
を
目
標
と

す
る
検
査
・
監
督
の
考
え
方
と
進
め

方
（
健
全
性
政
策
基
本
方
針
）

（
案
）」（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー

パ
ー
）
を
公
表
し
、
⑴
金
融
仲
介
機

金
融
庁
は
今
年
６
月
に
、
金
融
行
政
の
根
幹
と
も
い
え
る
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
廃
止
が
来
春
に
迫
る
中
で
﹁
ホ
ワ
イ

ト
ペ
ー
パ
ー
﹂﹁
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
﹂
を
立
て
続
け
に
公
開
し
、金
融
行
政
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
あ
ら
た

め
て
明
確
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、
い
ま
だ
に
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
廃
止
の
意
義
を
誤
っ
て
受
け
止
め

て
い
る
金
融
機
関
も
あ
る
よ
う
だ
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
間
の
金
融
行
政
を
概
括
す
る
と
同
時
に
、
金
融
検
査
マ
ニ

ュ
ア
ル
廃
止
と
い
う
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
に
備
え
る
た
め
の
着
眼
点
・
方
向
性
、
陥
り
や
す
い
わ
な
に
つ
い
て
解

説
す
る
。

「
金
融
検
査
マ
ニュ
ア
ル
廃
止
」の

思
わ
ぬ
落
と
し
穴
に
気
を
付
け
よ

形
式
主
義
を
脱
し
、
自
ら
答
え
を
導
き
出
す
時
代
に

エ
フ
テ
ィ
ー
エ
ス

代
表
　
寺
岡 

雅
顕
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